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れksTRKKYC吃 J~r N （εジ， ksTKCに il/N（εF) I exp ( -1/N （εF)Jcf）と記述される。 N（εF）はフェ
ルミレベル εpにおける伝導電子の状態密度、 Jcfはf電子と伝導電子関の交換相互作馬を表すむ
また、 JcfはJcf oc V~r I （εF－εf）で与えられ、 Vetはf電子と伝導電子の混成マト 1）ックスで
あり、 εfは εFからの相対的な fレベルの｛立重であるc J cfが小さいときは、 TRKKY＞τKであ
り大きな磁気モーメントを持った磁気秩序状態が実現するG 混成が強くなっていくと、磁気秩浮温


























1. Uτ2X (T＝遷移金属、 X＝半金属）

























れた UNi2Ga.UPd2GaやむPt2In,UAu2Snを含めて、 13慣の UT2X系化合物で Uの5f電子と伝導
電子の混成は最近接U-T関車離du-Tと最近接u-x間距離duxが小さいほど強くなると考えら
れる。じTzX化合物の震強磁性転移j星痩 TNとdu-xの関には相関を見出せないD ところが、 TN
をduTの関数として見ると、 dじ－Tく2.9Aでは TN=0であるが、 du-T>2.9Aでは反強磁性を
示す化合物が多いc この結果から Uの5f電子と T原子のd電子の混成が磁性に重要であると考え
られる。また、 CeT2X2系においてJ.G. Sereniと0.Trovarelli (1995）は、京子関距離dce-T （又




-0.21 Aで山を持つc これらの結果は、じTzX系の磁性の出現が主に 5f-d混成によって支配され
ていることを意味するc
ここで、 5f-d混成の強さを定量的に見積もるために、 du-Tの値からもr.A. HarrisonとG.K.
Straub (1987）の方法で 5f電子と d電子の波動関数の読成マトリクス vd-fの大きさを許算し、 vd-f 
の2乗と τNを遷移金屠のバンド幅W で規格化した。 UT2X系の TNの変化は 5fとd電子の混成
Vd~r/W をパラメーターとして一つの山を持つ曲線に乗っていて、 Vd~tfW が増加するに従って、
TN は一度上昇し、 vd己／W -0.043eV付近で極大となった後に急激に減少し、 vldw>0.057eV 
で磁気転移は消失する。磁気秩序が消失する辺りで比熱係数C／τ（T=l.3K）の殖は最大となる。
従って、 du-T から計算した 5f 電子と d 電子の混成の強さ Vd~t/W が増大するに従って、磁性が消
失し重い電子状態、が出現する事が判った。
2. UCu3÷xGa2-x(O. 1三 x三0.8)









めた TNの値とよく一致する。 l.2Kでの C/Tの債は x=0.1では 362mJ/K2molであり、 Cuの組
或を多くしていくと x=0.3で極小の 203mJ／五2molとなり、反強磁性が清失する x=0.6で極大の
43lmJ/K2molとなる。この結果は、 x=0.6付近で反強磁性から非磁性の重い電子状意へ変化する
ことを示している。
UCu3÷xGa2 x系では xを0.1から0.8まで増加すると、 a軸は1.5元結むがc軸は0.5話伸びるo
a轄の減少に待ってむと最近接2cサイトの Cuとの距離は1.4%小さくなる。そのために 5f電子と
伝導電子慣の混成が強くなると期待される。ここで、 UT2X化合物と同様の方法で；昆或マトリク
スvd-fを見積もり、 wctとして Cuのdバンド幅Wct=2.46eVを用いると、 TNIJ~ x =0.3で極大




程度小さく、じT2X 系よりも狭い V<l~r/W の範囲で反強磁’性の消失や重い電子状態の出現が起って





この様に UCu3÷xGa2-x(0.1~ x ~0.8）でもじ原子と最近接の C廷原子関の距離と伝導電子数
の変化から、 5f電子と T原子の d電子の混成が強くなり反強磁性の消失や重い電子状態の出現が
起ると説明できる9
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じTzXでは TとXの組み合わせによって、 UCu3+xGa2-x(O. l：ミ x三0.8）では GaとCuの置換
によって、磁気転移温変TNと電子比熱係数γは大きく変化する。この磁性の出現及び重い電子状








U原子の Sf電子と T原子の d電子の混成が物性を大きく左右する事が明らかになった。
